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株式会社MOTION GALLERY

「ミニシアター・エイド基金」、国内クラウドファンディング史上最高額達成！
総額3億3,102万5487円が、2万9,926人から集まる

山と渓谷社「山小屋エイド基金」開始、14時間で目標達成！
岩崎元郎氏（登山家）、湊かなえ氏（作家）、工藤夕貴氏（俳優）、釈由美子氏（俳優）ら賛同

　国内最大級のクラウドファンディング・プラットフォームを運営する株式会社MOTION GALLERY（本社：
東京都港区／代表取締役：大高健志）は、コロナ禍で閉館の危機にさらされている全国の小規模映画館「ミニ
シアター」を守るためのプロジェクト「ミニシアター・エイド基金」を終了し、国内クラウドファンディング
史上最高額となる331,025,487円を2万9,926人のコレクターより集めました。集まった金額は、第一回を5月
末、第二回を6月末まで118劇場103団体へ分配予定です（1団体あたり、303万円）。

　ミニシアター・エイド基金の影響を受け立ち上げられた、書店・古書店を支える「ブックストア・エイド基
金（https://motion-gallery.net/projects/bookstoreaid）」、小劇場演劇を支える「小劇場エイド基金（https://
motion-gallery.net/projects/shogekijo-aid）」が反響を呼び、昨日、山と渓谷社が発起人を務める「山小屋基金
エイド（https://motion-gallery.net/projects/yamagoya-aid）」が開始しました。岩崎元郎氏（登山家）、湊か
なえ氏（作家）、工藤夕貴氏（俳優）、釈由美子氏（俳優）らに賛同いただき、早くも14時間で目標金額の
300万円を達成し、引き続き、クラウドファンディングの参加、賛同する山小屋の参加を募っています。

山小屋エイド基金、その意義について

　登山の自粛が続く中、宿泊場所、登山道の保守、避難場所としてお世話になっている山小屋の厳しい状況を応
援するため、山岳関連の書籍や雑誌を90年にも渡り出版してきた山と溪谷社が立ち上げたプロジェクトです。集
まった支援金は、本基金に賛同し、分配先となっている山小屋に均等に分配されます。
　雪解け後の荒れた道から落石や倒木を除け、生い茂る笹を刈り取り、歩きやすい道づくりをして下さるのは山
小屋従業員の方たちです。また、人里から遠く離れた山中にある山小屋は、私たちの重要な宿泊施設となり、い
ざというときの避難場所にもなります。トイレの整備をしてくださるのも山小屋であれば、遭難救助の最前線基
地としての役割を果たすのも山小屋です。登山者にとって山小屋は安心と安全を保障してくれる、なくてはなら
ない存在なのです。
　現在、新型コロナウイルス拡散防止のために自治体から休業要請を受けたり、自主的に休業を余儀なくされて
いる山小屋が多数、存在します。登山を自粛される傾向がしばらく続くものと予想され、このまま山小屋の利用
客が減り、廃業することになれば、登山道を整備する人がいなくなります。万が一、遭難してしまったときの救
助対応にも時間がかかるようになり、救える命が救えなくなるかもしれません。そのような状況になると、登山
そのものが安心してできなくなり、山を楽しみ自然に親しむことができなくなります。
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本来であれば、山に登り山小屋を訪れることが最大の支援となるはずです。それができない現状で、できるこ
とが何かないかを考えて本プロジェクトを企画しました。私たちの目的は山小屋を応援し、登山環境を維持し
つつ、登山文化を持続・継承していくことです。ですから、「山と山小屋を応援したい」という試みに共感さ
れる方は、このような動きをSNSなどで広めていただけたらと思います。

山小屋エイド基金発起人・山と渓谷社からのメッセージ

山小屋エイド基金に賛同している山小屋
赤岳展望荘（八ヶ岳）、硫黄岳山荘グループ（八ヶ岳）、蝦夷富士小屋（羊蹄山）、オーレン小屋（八ヶ岳）、
金峰山小屋（奥秩父）、雲取山荘（奥多摩）、黒百合ヒュッテ（八ヶ岳）、高谷池ヒュッテ（火打・妙高）、
甲武信小屋（奥秩父）、蓼科山荘・双子池ヒュッテ（八ヶ岳）、太郎平小屋グループ（北アルプス）、冷池山
荘グループ（北アルプス）、剣山頂上ヒュッテ（四国）、七ツ石小屋（奥多摩）、
蛭ヶ岳山荘（羊蹄山）、三つ峠山荘（富士山周辺）、
賛同のみで分配金は受け取らない山小屋：会津駒ケ岳 駒野小屋（尾瀬）、赤岳鉱泉・行者小屋（八ヶ岳）、
燕山荘グループ（北アルプス）、涸沢ヒュッテ（北アルプス）、尊仏山荘（丹沢）、槍ヶ岳山荘グループ（北
アルプス）

山小屋エイド基金賛同人より応援コメント
田中陽希（プロアドベンチャーレーサー）
山小屋は登山者にとってとても大切な存在です。僕も日本百名山ひと筆書きの挑戦から、
幾度となくお世話になってきました。そして、毎年のようにたくさんの登山者を迎えら
れるのは、自然を愛し、山を愛し、登山者の安全を切に思って山を管理して下さる山小
屋の方々がいるからです。今年ももうすぐ夏山シーズンが始まります。新型コロナウイ
ルスの影響により、登山自粛、山小屋営業休止となっている状況でも、笑顔で再開でき
る日が来ることを願い、管理者の方々は営業準備を進めてくださっています。一緒に山
小屋を笑顔で利用できるように支え合いましょう。
湊かなえ氏（作家）
「登山道の石が全て平らな面を自然と上に向けているわけではない」とある山小屋の
代表の方のお言葉です。一歩ずつ足を前に出して山の頂に立つことができた達成感は、
山を守る人たちに支えられたものであることに、今、改めて感謝し、その活動を応援
したいと思います。
福島和可菜氏（タレント）
好きな時に山に行くことができるって、何て贅沢なことだったのだろう…と、改めて感
じています。少しでも早い終息、そしてまた自由に山時間を過ごせることを心から楽し
みにしています！山が大好きな皆様でこの危機を乗り越え、支えていきましょう！！
市毛良枝氏（俳優）
その山のすべてを知り、登山者の安全や、環境に目配りしてくれている山小屋は、登山
文化の核です。山小屋の人に会いに行くのは、山に登る楽しみのひとつでもあります。
行けば、変わらずにいてくれる人に会えるって、ふるさとに帰るのと似て、かけがえの
ないこと。人との触れ合いを禁じられ途方に暮れる日々ですが、きっとまた笑顔で会
えると信じて、できることをやっていきましょう。

山小屋エイド基金賛同人
石丸謙二郎（俳優）、岩崎元郎（登山家）、宇佐美博之（山岳カメラマン）、空木哲生（漫画家）、
尾形好雄（日本山岳スポーツクライミング協会専務理事）、萩田泰永（北極冒険家）、加戸昭太郎（写真家）、
木元康晴（登山ガイド）、工藤夕貴（俳優）、小林綾子（俳優）、小林千穂（山岳ライター）、近藤謙司（国際
山岳ガイド）、近藤信行（作家）、佐々木大輔（国際山岳ガイド）、笹倉孝昭（山岳ガイド）、笹本稜平（作
家）、佐藤勇介（山岳ガイド）、沢野ひとし（イラストレーター）、信濃川日出雄（漫画家）、釈由美子（俳
優）、鈴木ともこ（漫画家）、高橋庄太郎（山岳ライター）、月村了衛（作家）、樋口明雄（作家）、古野淳（日
本山岳会会長）、ホーボージュン（フリーライター）、水野隆信（山岳ガイド）、三宅岳（写真家）、八木原圀
明（日本山岳スポーツクライミング協会会長）、吉永みちこ（ノンフィクション作家）、夢枕獏（作家）



ミニシアター・エイド基金終了のお礼コメント：MOTION GALLERY代表 大高健志
開始前には想定していなかった物凄い金額の応援を頂き、基金メンバー一同本当にありがたい気持ちでいっぱ
いです。コレクターの方の応援メッセージ、そしてミニシアターの方のお言葉を読めば読むほど、今回
参加頂いたコレクターお一人お一人のアクションが、これからの全国のミニシアターの大きな支えの１つになっ
ていくのではないかと強く感じております。学生のときから人生に悩んでいたり苦しいときには、ミニシアター
で映画を見て、色々と整理をしていたような教会のような大切でたくさんの思い出がある場所。それが自分の
「ミニシアターと私」なのですが、そんな深いつながりのある「ミニシアターと私」が、支援して頂いた29926
人おひとりおひとりの人生にあるのだと思います。そのようなそれぞれのオリジナルな想いを携え、ミニシア
ターが人生にとても大事なんだという１点のもとにこんなに多く人達が連帯したという事実にただひたすら感
動しています。だからこそ、より民主的な社会になるのか、それともビッグ・ブラザー的なものを受け入れる
社会になるのかの大きな分かれ目になると言われる『ニューノーマル』な世界には、これまで以上にミニシア
ターが果たす役割はとても重要だとも感じています。今回のミニシアター・エイド基金は、コロナ禍で苦境に
陥った映画文化を支える為の狼煙であって、ゴールではありません。ですが、希望を抱かせて頂けるとても大
きな狼煙であったと感じております。本当にありがとうございました。  

ミニシアター・エイド基金とは
新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言が発令され、政府からの外出自粛要請が続く中、閉館の危
機にさらされている全国の小規模映画館「ミニシアター」を守るため、映画監督の深田晃司・濱口竜介・
MOTION GALLERY代表大高健志らが発起人となり、立ち上げたプロジェクトです。「外出自粛の状況が3ヶ月
続いた時に、閉館の危機に直面する運営団体」を対象に118劇場103団体が参加している。
https://motiongallery.net/projects/minitheateraid

コレクターより応援コメント

山小屋エイド基金も、カード決済手数料5%のみでプロジェクトを実施可能な「新型コロナウイルスに起因する損
害を受けた施設支援プログラム（ https://motion-gallery.net/blog/suportprogram）」を適用し、様々な文化を
守りたいという共感の輪を広げてまいります。当プログラムは、現在の状況を鑑みて、6月末まで延長します。

ーずぶ濡れで、凍えて、乾いて、飢えて　助けを求めて飛び込んだ事何度あったでしょう。ありがとう。
ー山小屋に着いた時に笑顔で迎えてくださってありがとうございます。 目につきにくい登山道の整備、小屋の管
理、登山者の安全を守ってくださってありがとうございます。 みなさんがいなければ、日本の山は今の姿を保て
ません。感謝しています。
ー人生でつまづいた時、山と山小屋の温もりに何度も助けらました。 今はその時の感謝を返すとき。 
ー山に行けるから謙虚な気持ちを思い出せ、日常にも励みが出ます。

画像ダウンロード：https://bit.ly/3bGmkrf
報道関係者の問合せ：MOTION GALLERY　https://motion-gallery.net//  

PR 村上晴香 Tel：090-5074-2320 Email :harukamurakami@mgly.jp

▼公式Podcast、noteが、始まりました！！
Podcast https://open.spotify.com/show/2ONUEdgbh7daB2x0　note https://note.com/motiongallery

MOTION GALLERYは、みんなの共感をパワーに、社会に新しい体験・価値観をもたら
す創造的なプロジェクトを実現するクラウドファンディング・プラットフォームです。
https://motion-gallery.net//

賛同団体・企業
（株）アライテント、（株）アルテリア、イワタニ・プリムス（株）、（株）インパクトトレーディング、（株）
バーテックス、エアモンテ（株）、（株）エバニュー、（株）カモシカスポーツ、キャプテンスタッグ（株）、
（株）ケンコー社、（有）サンウエスト、新富士バーナー（株）、ゼット（株）、（株）スター商事、日本山岳
遺産基金、（株）ホシノ、ブッシュクラフト（株）、ミレー・マウンテン・グループ・ジャパン（株）、（株）
マジックマウンテン、（株）モチヅキ、やまきふ共済会
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